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9 2016（平成28年）

　取締役が自己又は第三者のために会社に対して、不動産を過大
な金額で売却したり、過大な利息で金銭を貸し付ける取引のよう
に、取締役と会社の利益が相反する取引。この取引に該当する（恐
れがある）場合は、取締役会（取締役会が設置されていない会社
では株主総会）での事前承認が必要になります。

利益相反（そうはん）取引

9月の税務と労務9月 （長月）SEPTEMBER

19日 ・ 敬老の日
 22日 ・ 秋分の日
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国　税／ 8月分源泉所得税の納付 
 9月12日

国　税／ 7月決算法人の確定申告（法
人税・消費税等） 9月30日

国　税／ 1月決算法人の中間申告 
 9月30日

国　税／ 10月、1月、4月決算法人の消
費税等の中間申告（年3回の
場合） 9月30日

彼岸花
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平
成
二
十
五
年
四
月
（
一
部
は
平

成
二
十
四
年
八
月
）
の
改
正
労
働
契

約
法
施
行
に
よ
り
、
次
の
三
つ
の
ル

ー
ル
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

①　

無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

　
　

同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
、
有

期
労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て

通
算
五
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労

働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間
の

定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労

働
契
約
）
に
転
換
さ
れ
ま
す
。

②　
「
雇
止
め
法
理
」
の
法
定
化

　
　

最
高
裁
判
例
で
確
立
し
た
「
雇

止
め
法
理
」
を
法
律
に
規
定
し
た

も
の
で
あ
り
、
使
用
者
が
雇
止
め

を
す
る
こ
と
が
、
客
観
的
に
合
理

的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と

き
に
は
、
使
用
者
に
よ
る
雇
止
め

が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

③　

不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止

　
　

有
期
契
約
労
働
者
と
無
期
契
約

労
働
者
と
の
間
で
、
期
間
の
定
め

が
あ
る
こ
と
に
よ
る
不
合
理
な
労

働
条
件
の
相
違
を
設
け
る
こ
と
を

禁
止
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
、
制

度
施
行
か
ら
五
年
経
過
（
平
成
三
十

年
四
月
）
す
る
時
期
が
近
づ
い
て
お

り
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
対
応

準
備
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
の

対
応
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

一
　
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

㈠
　
転
換
ル
ー
ル

①　

労
働
契
約
期
間
の
通
算

　
　
「
有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新

さ
れ
通
算
五
年
を
超
え
て
い
る
」

こ
と
を
判
断
す
る
際
、
通
算
対
象

と
な
る
有
期
労
働
契
約
と
は
、
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
開

始
さ
れ
た
有
期
労
働
契
約
が
対
象

で
す
。

　
　

そ
れ
よ
り
前
に
開
始
さ
れ
た
有

期
労
働
契
約
は
、
通
算
契
約
期
間

に
は
含
め
な
い
こ
と
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

②　

無
期
転
換
の
申
込
み

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後

に
開
始
し
た
有
期
労
働
契
約
の
通

算
契
約
期
間
が
五
年
を
超
え
る
場

合
、
そ
の
契
約
期
間
の
初
日
か
ら

末
日
ま
で
の
間
に
、
労
働
者
は
、

無
期
転
換
の
申
込
み
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
図
中
①
参
照
）。

　
　

無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
は
、

通
算
契
約
期
間
が
五
年
を
超
え
た

と
き
に
自
動
的
に
行
わ
れ
る
の
で

は
な
く
、
労
働
者
か
ら
の
申
込
み

の
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
　

無
期
転
換
の
申
込
み
を
す
る
と
、

使
用
者
が
申
込
み
を
承
諾
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
無
期
労
働
契
約

が
そ
の
時
点
で
成
立
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
実
際
に
無
期
労
働
契
約

に
転
換
さ
れ
る
の
は
、
申
込
み
時

の
有
期
労
働
契
約
が
終
了
す
る
翌

日
か
ら
と
な
り
ま
す
（
図
中
②
参

照
）。

③　

労
働
条
件

　
　

無
期
労
働
契
約
の
労
働
条
件（
職

務
、
勤
務
地
、
賃
金
、
労
働
時
間

な
ど
）
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い

限
り
、
直
前
の
有
期
労
働
契
約
と

同
一
と
な
り
ま
す
。

　
　

別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
変
更
可
能
で
す
。

　
　
「
別
段
の
定
め
」
と
は
、
労
働
協

約
、
就
業
規
則
、
個
々
の
労
働
契

約
（
無
期
転
換
に
当
た
り
労
働
条

件
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

労
働
者
と
使
用
者
と
の
個
別
の
合

意
）
が
該
当
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
無
期
転
換
に
当
た
り
、

職
務
の
内
容
な
ど
が
変
更
さ
れ
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
期
転
換

後
の
労
働
条
件
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
は
、
無
期
転
換
を
円
滑
に
進
め

る
観
点
か
ら
望
ま
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

㈡
　
ク
ー
リ
ン
グ

図　1年契約更新時の例

↑
①
申
込
み

↑
②
転
換

↑
労
働
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約
締
結
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１
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１
年

労
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契
約
法

無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
の

対
　
　
　応
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有
期
労
働
契
約
と
そ
の
次
の
有
期

労
働
契
約
の
間
に
、
契
約
が
な
い
期

間
が
六
か
月
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ

の
空
白
期
間
よ
り
前
の
有
期
労
働
契

約
は
通
算
契
約
期
間
に
含
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
ク
ー
リ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。

　

通
算
対
象
の
契
約
期
間
が
一
年
未

満
の
場
合
は
、
そ
の
二
分
の
一
（
一

月
未
満
の
端
数
は
一
か
月
に
切
り
上

げ
）
以
上
の
空
白
期
間
が
あ
れ
ば
そ

れ
以
前
の
有
期
労
働
契
約
は
通
算
契

約
期
間
に
含
め
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

㈢
　
特
例

　

平
成
二
十
七
年
四
月
に
「
専
門
的

知
識
等
を
有
す
る
有
期
雇
用
労
働
者

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
有
期
雇

用
特
別
措
置
法
）」
が
施
行
さ
れ
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
そ

の
労
働
者
に
つ
い
て
は
無
期
転
換
申

込
権
が
発
生
せ
ず
、
引
き
続
き
有
期

労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
業
主
が
、

雇
用
管
理
措
置
の
計
画
を
作
成
し
、

都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
者

が
特
例
の
対
象
者
で
す
。

①　

高
度
な
専
門
的
知
識
等
を
持
つ

有
期
雇
用
労
働
者

　
　

年
収
要
件
（
一
、〇
七
五
万
円
以

上
）、
対
象
と
さ
れ
る
専
門
的
知

識
等
※
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
五

年
を
超
え
る
一
定
期
間
に
完
了
予

定
の
業
務
に
就
く
期
間
（
上
限
十

年
）
は
、
原
則
と
し
て
、
無
期
転

換
申
込
権
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

※　

専
門
的
知
識
等
の
例

・
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者

・
公
認
会
計
士
、
医
師
、
弁
護
士

等
・
一
定
の
経
験
年
数
を
有
す
る
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
デ
ザ
イ

ナ
ー

・
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

実
務
経
験
五
年
以
上
）

②　

定
年
到
達
後
に
継
続
雇
用
さ
れ

る
有
期
雇
用
労
働
者

　
　

定
年
後
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ

て
い
る
期
間
は
無
期
転
換
申
込
権

が
発
生
せ
ず
、
引
き
続
き
有
期
労

働
契
約
の
締
結
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
①
は
上
限
（
十
年
）
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
②
は
契
約
期

間
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

前
述
の
特
例
の
他
、
大
学
等
及
び

研
究
開
発
法
人
の
研
究
者
、
教
員
等

を
対
象
と
し
、
無
期
転
換
申
込
権
発

生
ま
で
の
期
間
を
十
年
と
す
る
特
例

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
平
成
二
十

六
年
四
月
施
行
）。

二
　
対
応
の
準
備

①　

実
態
把
握

　
　

ま
ず
は
、
社
内
規
程
の
確
認
や

労
働
者
と
の
面
談
等
を
通
じ
、
職

場
内
の
有
期
契
約
労
働
者
の
実
態

を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

・
有
期
契
約
労
働
者
の
人
数

・
更
新
時
の
判
断
基
準
、
更
新
回

数
、
勤
続
年
数
等

・
担
当
し
て
い
る
業
務
内
容

・
労
働
者
自
身
の
今
後
の
働
き
方

の
希
望

②　

方
針
の
明
確
化

　
　

次
に
、
今
後
の
有
期
契
約
労
働

者
の
活
用
方
針
（
ど
の
よ
う
な
業

務
を
担
当
さ
せ
る
か
、
ど
の
よ
う

に
処
遇
す
る
か
な
ど
）
を
明
確
に

し
た
上
で
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
へ

の
対
応
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

③　

転
換
後
の
労
働
条
件

　
　

無
期
転
換
後
の
社
員
区
分
や
労

働
条
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

イ　

無
期
契
約
労
働
者

　
　

契
約
期
間
の
み
を
無
期
と
し
、

そ
の
他
の
労
働
条
件
は
直
前
の

有
期
労
働
契
約
時
と
同
一
と
す

る
。

ロ　

多
様
な
正
社
員

　
　

無
期
転
換
者
を
、
既
存
あ
る

い
は
新
設
の
「
多
様
な
正
社
員

区
分
（
職
務
限
定
社
員
、
エ
リ

ア
限
定
社
員
な
ど
）」
に
移
行

さ
せ
、
そ
の
区
分
の
労
働
条
件

を
適
用
す
る
。

ハ　

正
社
員

　
　

無
期
転
換
者
を
、既
存
の「
正

社
員
区
分
（
職
務
・
勤
務
地
・

労
働
時
間
な
ど
を
狭
く
限
定
し

て
い
な
い
正
社
員
）」
に
移
行

さ
せ
、
そ
の
区
分
の
労
働
条
件

を
適
用
す
る
。

　
　

無
期
転
換
に
当
た
っ
て
は
、
必

ず
し
も
こ
れ
ら
イ
〜
ハ
の
い
ず
れ

か
一
つ
の
み
を
選
択
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
社
の
状
況
に
応

じ
て
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、「
原
則
と

し
て
、
す
べ
て
の
有
期
契
約
労
働

者
を
イ
の
パ
タ
ー
ン
で
無
期
転
換

し
、
そ
の
後
、
一
定
条
件
を
満
た

し
た
者
に
つ
い
て
は
、
ロ
や
ハ
に

移
行
さ
せ
る
」
等
の
方
法
を
採
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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　常時使用する労働者数が50人以上の事
業場※においては、医師であって一定の要
件（研修の修了等）を備えた者の中から産
業医を選任しなければなりません。
※　本社のほかに支店や店舗などがあると
きは、全社でなく各支店や各店舗の人数
により選任義務の有無を判断します。

　労働者数が1,000人（一定の危険・有害
業務に労働者を従事させる事業場は500人）
以上の事業場では、専属（その事業場に所
属）している者を選任する必要がありますが、
それより規模の小さい事業場では専属では
ない者（非常勤）を選任することで足ります。
①　実施事項
　次のようなものが定められています。
・健康診断、面接指導等の実施
・作業環境の維持管理、作業の管理等
・健康教育、健康相談等
・労働衛生教育

・健康障害の原因調査、再発防止措置
・毎月１回作業場等を巡視
②　事業者への勧告
　産業医は、労働者の健康を確保するため
必要があると認めるときは、事業者に対し、
労働者の健康管理等について必要な勧告を
することができます。勧告を受けた場合は、
速やかに対策を講じていきましょう。
③　ストレスチェック（労働安全衛生法）
　産業医はストレスチェックや面接指導等
の実施に直接従事することを義務づけられ
ているわけではありませんが、衛生委員会
に出席して意見を述べる、ストレスチェッ
ク制度の実施状況を確認するなど、何らか
の形でストレスチェックや面接指導の実施
に関与すべきことが定められています。
④　選任の報告
　産業医を選任したときは、所定の様式に
医師免許の写し、産業医の資格を証する書
面を添付して所轄労働基準監督署長に選任
の報告を行います。

　健康保険では、被扶養者となる者の要件
として「生計維持※１」と「同一世帯※２」の２
つが設けられています。
　被保険者の三親等以内の親族のうち、直
系尊属、配偶者（事実婚含む）、子、孫、「弟
妹」については「生計維持」のみを満たすこ
とで足りますが、その他の者は「生計維持」
と「同一世帯」の両方を満たす必要があり
ます。
　平成28年10月以降は「兄姉」を被扶養
者とするときの「同一世帯」の要件が削除
され、「生計維持」をしていれば被扶養者
として認められます。
※１　主に被保険者の収入でその人の暮ら
しが成立していて、年収が130万円（60
歳以上または一定の障害者は180万
円）未満であり、原則として被保険者
の年収の２分の１未満（同一世帯でな
い場合は被保険者からの援助額より少
ない）。

※２　同居し家計を共にしている状態。

　
仕
事
中
や
通
勤
途
中
に
生
じ
た
傷

病
は
労
災
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る

た
め
、
健
康
保
険
証
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、

労
災
の「
療
養
補
償
給
付
」（
業
務
上
）

ま
た
は
「
療
養
給
付
」（
通
勤
途
中
）

の
請
求
書
を
病
院
や
薬
局
に
提
出
し

ま
す
。

　
誤
っ
て
健
康
保
険
証
を
提
示
し
た

と
き
は
、
医
療
機
関
に
伝
え
労
災
保

険
へ
の
切
り
替
え
を
し
ま
す
が
、
健

康
保
険
に
対
す
る
医
療
費
の
返
還
と

労
災
保
険
へ
の
療
養
費
請
求
手
続
き

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
に
対
す
る
医
療
費
の
返

還
は
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め

負
傷
時
は
負
傷
原
因
を
医
療
機
関
に

正
し
く
伝
え
た
上
で
診
察
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
労
災
保
険
に
該
当
す
る
か
否
か
の

判
断
が
難
し
い
場
合
は
、
労
災
の
認

定
を
行
う
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

産業医の選任

被扶養者の要件変更（健康保険）
健
康
保
険
証
の
誤
使
用


